
1 
 

社会科学習指導案 

 
                                                     指導者  広島市立〇〇中学校 

                                                        教諭  〇〇 〇〇 
 
１ 期   間  令和３年〇月〇日(〇)～〇月〇日(〇) 
２ 場   所  第１学年〇組教室 

３ 学年・学級  第１学年〇組 34 名 
４ 単 元 名  第２章 世界の諸地域 

          ３節 アフリカ州，５節 南アメリカ州 

 
５ 単元について   
 (1) 単元観 

  本単元は，『中学校学習指導要領 社会』地理的分野の内容Ｂ「世界の様々な地域」の(２)「世界の諸
地域」に位置付き，①アジア②ヨーロッパ③アフリカ④北アメリカ⑤南アメリカ⑥オセアニアの各州
を取り上げる。その際，各州において空間的相互依存作用や地域などに着目しながら，主題を設けて
課題を追求したり解決したりする活動を行う。その活動を通して，以下のア及びイの事項を身に付け
る単元である。 

ア 知識 

 (ア) 世界各地で顕在化している地球的課題は，それらが見られる地域の地域的特色の影響を受けて，
現れ方が異なることを理解すること。 

   (イ) 世界の各州に暮らす人々の生活を基に，各州の地域的特色を大観し，理解すること。 
  イ 思考力，判断力，表現力 

   (ア) 世界の各州において，地域で見られる地球的課題の要因や影響を，州という地域の広がりや地 
域内の結び付きなどに着目して，それらの地域的特色と関連付けて多面的・多角的に考察し，表 
現すること。 

   アフリカ州については，世界最大のサハラ砂漠などの自然環境や豊富に産出される鉱産資源，長く 
植民地支配が続いた歴史等を大観する学習を踏まえ，地球的課題である経済問題，特に，諸外国から
の経済支援に関わる課題について，地域の人々の生活と関連付けて考えることが求められる小単元で
ある。 

   南アメリカ州については，南北に長く，標高差も激しい地形や，古代文明や植民地支配の歴史，農 
業や工業の産業の発展等を大観する学習を踏まえ，地球的課題である森林伐採の問題，特に経済発展
に関わる開発などの諸問題について，持続可能な観点から考えることが求められる小単元である。 
アフリカ州や南アメリカ州にある豊富な資源は，各州にとって貴重であるだけでなく，全世界にと

って，また将来の世界にとっても貴重な資源である。また，将来，全世界の人口の４分の１はアフリカ
州の人々が占めるといわれ，世界におけるアフリカ州の存在は今後ますます大きくなることが予想さ
れる。そこで，アフリカ州・南アメリカ州の発展と開発をテーマに探究することで，自分たちの将来像
を考えることができ，そして地球規模の問題解決を考えることができる小単元である。 

 

 ( 2 ) 生徒観 
    

（略） 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ( 3 ) 指導観 

指導に当たっては，毎時間の課題追求を中心としながらも，「概念等に関わる知識」の獲得を目指
し，以下に示す三つの工夫を取り入れる。 

  ア 学習過程を「科学的探求学習」で組み立てること 

    「科学的探求学習」とは，社会的事象について，「なぜそれは起こったか」「それはどうなるか」
と問い，その回答を探求していく活動であり，学習過程は，「課題設定」→「仮説提示」→「仮説の
吟味・検証」→「一般化，理論の定式化」となる。この「一般化・理論」が，社会的事象・出来事
を見ていくときの枠組み，つまり「概念的知識」である。そこで，「なぜ，アフリカ州は発展が遅れ
ているのか」や「南アメリカ州はどのようにして経済発展させているのか」等の課題を探求する「科
学的探求学習」の学習過程を取り入れ，授業を行う。 

    また，各学習過程では，以下に留意して学習を展開する。 
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・ 「課題設定」では，「アフリカ州は鉱産資源が多いのにも関わらず，なぜ発展しないのか。」
等，子供の思考を揺さぶる問いを投げかけ，課題意識を高める。 

・ 「仮説提示」では，アジア州の経済発展等子供がもっている既有の理論をしっかりと表出させる。 
・ 「仮説の吟味・検証」では，他者の考えを参考にしながら，多面的・多角的に仮説を吟味・検
証するために，グループ学習を取り入れ，思考する時間を十分確保する。 

・ 「一般化，理論の定式化」では，「仮説提示」の場面で表出させた既有の理論と，獲得した理論
とを比較し，子供に自らの知識の深化を実感させる。 

 
  イ 「問いの構造図」から授業を構成すること 

    「問いの構造図」は，科学的に課題を解き明かすための問いのプロセスであり， 
中心発問と下位の問いから成る，授業構成の骨格となるものである。 
 
 
 
 

    そこで，子供の思考に添った科学的探求を行うために，まず，「問いの構造図」 
を作成し，授業展開を考える。 
 具体的には，MQ「なぜ，アフリカ州は経済的に貧しい国が多いのか」という中   
心発問に対し，SQ１「アフリカ州ではどのようなものをどのように生産している
のだろうか」，SSQ1-1「アフリカ州で生産される農産物には何があるか」，SSQ1-2 
「それらの農産物の特徴はなにか」，SSQ1-3「なぜアフリカ州では商品作物が栽培されるようにな
ったのか」等の下位の問いで探求していく。このような流れを考えた上で，そこで得られる知識を
付け加えて授業構成を考えていく。その際，３節のアフリカ州では，教師によって構造化した問い
かけで中心発問を解き明かし，５節の南アメリカ州では，教師の問いかけを減らし，アフリカ州で
学習した探求のプロセスを生かしながら，子供が自ら「問いの構造図」を作成できるように促す。 

 
  ウ 「本質的な問い」を設定すること 

    「本質的な問い」とは，「時代を超えて，社会的事象を説明できるような『普遍的理論』（※１
参照）を求める問い」，「はっきりとした答えはないオープンエンドな問いで，かつ主権者として，
市民として，私たちが社会で生きていくために，考えていかなければならないような性質の問い」
と定義されており，本単元の最初と最後に位置付けて考えさせる。 
具体的には，「普遍的理論」として「これからの経済発展については，各国が自国優先ではない世

界全体の視野と，目先の利益ではない将来の視点を入れた経済発展観に立つことが必要である」と
設定し，アフリカ州と南アメリカ州で獲得したそれぞれの「概念的知識」を転移・活用できる「本
質的な問い」として，「現在，経済的に貧しい国々がこれから発展するためには，どのような道筋が
あるのだろうか。」という具体的な問いと，一般化した「これからの経済発展はどのようにあるべき
なのだろうか」を考える。また，設定した「普遍的理論」を獲得するために，３節：アフリカ州・５
節：南アメリカ州を連続した単元として再編成し，アフリカ州と南アメリカ州の双方の学習を活用
して「普遍的理論」を考えることができるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   以上三つの工夫により，毎時間の具体的知識の理解に留まらず，単元を通して社会で活用でき

る「概念等に関わる知識」を得る授業にしていきたい。 
 
６ 単元の目標 
 ・ アフリカ州及び南アメリカ州に暮らす人々の生活を基に，アフリカ州及び南アメリカ州の地域

的特色（自然，産業，文化，歴史等）を大観し，理解する。 
 ・ アフリカ州及び南アメリカ州で顕在化している経済発展に係る地球的課題は，アフリカ州及

び南アメリカ州の地域的特色（資源，経済，歴史等）の影響を受けていることを理解する。  
 ・ アフリカ州及び南アメリカ州において，経済発展に係る地球的課題の要因や影響を，地域内外

の結び付きなどに着目して，それらの地域的特色（自然，産業，資源，経済，文化，歴史等）と
関連付けて多面的・多角的に考察し，表現する。 

 ・ アフリカ州及び南アメリカ州を基に，よりよい社会の実現を視野に，これからの経済発展に係
る課題を主体的に追求しようとする態度を養う。 

※１「概念的知識」は，右図のように三層の構造に分けて捉えることができ 
る。 
 ・「普遍的理論」：人間や社会一般に見られる傾向性，規則性 
 ・「類型的理論」：同じ類型の事象・出来事に見られる傾向性，規則性 
 ・「総合的理論」：特定の時所における事象に見られる傾向性 
 つまり，「概念的知識」の中でも，社会的事象等の特色や意味，理論など 
を含めた社会の中で汎用的に使うことのできる「概念的知識」にするために 
は，より上位の「普遍的理論」・「類型的理論」の層まで知識を高めること 
が求められる。 

・中心発問(MQ)：「なぜ」「どうして」という問い（＝推論を求める問い） 
・下位の問い(SQ)：中心発問に答えるために必要な問い 
・下位の下位の問い(SSQ)：下位の問いに答えるために必要な問い 
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７ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ アフリカ州及び南アメリカ州
に暮らす人々の生活を基に，ア
フリカ州及び南アメリカ州の地
域的特色（自然，産業，文化，歴
史等）を大観し，理解している。 

・ アフリカ州及び南アメリカ州
で顕在化している経済発展に係
る地球的課題は，アフリカ州及
び南アメリカ州の地域的特色
（資源，経済，歴史等）の影響を
受けていることを理解してい
る。 

・ アフリカ州及び南アメリカ州
において，経済発展に係る地球
的課題の要因や影響を，地域内
外の結び付きなどに着目して，
それらの地域的特色（自然，産 
業，資源，経済，文化，歴史等）
と関連付けて多面的・多角的に
考察し，表現している。 

・ アフリカ州及び南アメリカ
州を基に，よりよい社会の実
現を視野に，これからの経済
発展に係る課題を主体的に追
求しようとしている。 

 
８ 単元の「問いの構造図」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ※①：第 1 時 
                                       ②：第２時 
                                       ③：第３時 
                                       ④：第４時 
                                       ⑤：第５時 
                                       ⑥：第６時 
                                       ⑦：第７時 
                                       ⑧：第８時 
 

【獲得する普遍的理論】 

  これからの経済発展については，各国が自国優先ではない世界全体の視野と，目先の利益ではな

い将来の視点を入れた経済発展観に立つことが必要である。 
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ろ
う
～
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 なぜアフリカ州の国々は貧しいのだろうか。 
なぜアフリカ州の発展は遅れているのだろ 

うか。                ③
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②  

 なぜ南アメリカ州は発展できたのだろうか。 

南アメリカ州の発展の問題点は何だろうか。⑤⑥ 
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中

心

発

問 

本質的 

な問い 

【具体】:現在，経済的に貧しい国々がこれから発展するためには，どのような道筋があるのだろうか。

【一般化】：これからの経済発展はどのようにあるべきなのだろうか。          ⑦⑧ 

南
ア
メ
リ
カ
州
の
経
済
発
展
の
問
題
点
は
何
だ
ろ
う

か
。
～
環
境
問
題
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持
続
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能
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に
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え
よ
う 

～
⑤
⑥ 

扱う 
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史 

① 

・
人
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・
モ
ノ
カ
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チ
ャ
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経
済 

 
 

 

② 

・
先
進
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と
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・
民
族
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題 

・
人
口
問
題 

 
 

③ 

・
公
衆
衛
生 

・
自
然
環
境 

・
産
業
，
歴
史 

 

④ 

・
人
々
の
暮
ら
し 

・
ブ
ラ
ジ
ル
の
発
展 

・
開
発
に
よ
る
環
境

破
壊 

 
 

⑤
⑥

⑥ 
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９ 指導と評価の計画（全８時間）     （〇…「評定に用いる評価」，●…「学習改善につなげる評価」） 

次 時 ねらい 学習活動 
評価の観点 

評価規準 
知 思 態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
一
次  
 
ア
フ
リ
カ
州 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 

・ 単元を通し
た 課 題 を 立
て，今後の学
習 に 見 通 し
をもつ 

 
 
 
 
 
 
 
・ アフリカ州

の自然，歴史
と文化，人口
の 特 色 に つ
い て 理 解 す
る。 

・ アフリカ州
の 課 題 に つ
いて，今後の
学 習 に 見 通
しをもつ。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・ 「発展する」ことのイメ

ージ（概念）を共有する。 
・ 「発展」に向けた“道筋”

を考える。 
・ 「発展」＝「経済発展」
と捉える。 

 
 
 
 
・ アフリカ州の自然，歴史，

文化，人口の特色を雨温図，
写 真 等 の 資 料か ら 考 察 す
る。 

・ アフリカ州の課題の要因・
背景について，自然，歴史等
と関連させて，自身の考え
をもつ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
● 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 

 
 
 
 
 
●【主体的に学習に取り組む態度】 
 前時のアジア州の「経済
発展」をテーマとした学習
を生かし，単元を貫く問い
について主体的に追求しよ
うとしている。 
 
 
 
 
〇【知識・技能】 
 アフリカ州の自然，歴史，
文化，人口等の特色の大観
を理解している。 
●【主体的に学習に取り組む態度】 

 アフリカ州の課題の要 
因・背景を予想し，その課題
解決へ見通しをもって主体
的に追求しようとしてい
る。 
 
 

２ 

・ アフリカ州
の モ ノ カ ル
チ ャ ー 経 済
の 仕 組 み と
問 題 点 に つ
い て 理 解 す
る。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
・ アフリカ州の農業，鉱業の

特色について分布図等の資
料から考察する。 

・ アフリカ州の国々の輸出
品，国際市場価格等の資料
から，モノカルチャー経済
の仕組みとその問題点，先
進国との貿易の特徴につい
て理解する。 

 
 
 
 
● 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 

  
 
 
 
●【知識・技能】 
 アフリカ州の農業，鉱業，
貿易の特徴や問題点を，様
々な資料を関連づけて読み
取っている。 
〇【思考・判断・表現】 
 アフリカ州のモノカルチ
ャー経済の問題点を，様々
な資料を関連付けて多面的・
多角的に考察している。 

３ 
 

・ アフリカ州
の 経 済 発 展
を 妨 げ る 課
題について，
民族問題，人
口 問 題 な ど
の 視 点 か ら
理解する。 

 
 
 
 
・  アフリカ州の民族問題に

ついて，民族分布と国境線
等の資料から考察する。 

・  アフリカ州の人口問題に
ついて，死亡率，国民総所得
等の資料から考察する。 

 

 
 
 
 
〇 

 
 
 
 
 
 
 
● 

  
 
 
 
〇【知識・技能】 
 アフリカ州が抱える課題
について理解している。 
●【思考・判断・表現】 
 アフリカ州の経済発展
を妨げる課題について，
民族問題，食料不足に関
わる問題などと関連付け
て多面的・多角的に考察
している。  

【ＭＱ１】アフリカ州はどのようなところなのだろうか。 

       ～アフリカ州の現状を知ろう～ 

【本質的な問い】 

現在，経済的に貧しい国々がこれから発展するためには，どのような

道筋があるのだろうか。 

【ＭＱ２】なぜ，アフリカ州は経済的に貧しい国が多いのだろうか。 

～アフリカ州の経済の問題点を知ろう～  

【ＭＱ３】なぜ，アフリカ州の発展は遅れているのだろうか。 

～アフリカ州の発展を妨げている様々な原因を考えよう～ 

 

 なぜ，アフリカ州は貧しい国々が多いのか，予想しよう。 
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次 時 ねらい 学習活動 
評価の観点 

評価規準 
知 思 態 

 
 
 
 
 
第
二
次 
 
南
ア
メ
リ
カ
州 
 
 
 
 
 
 

４ 

・ 南アメリカ
州の自然，歴
史，産業，人
々 の 暮 ら し
の 特 色 に つ
い て 理 解 す
る。 

・ 南アメリカ
州 の 課 題 に
ついて，今後
の 学 習 に 見
通しをもつ。 

 
 
 
 
・  南アメリカ州の自然，歴

史，産業，人々の暮らしの特
色を雨温図，写真等の資料
から考察する。 

・  南アメリカ州の課題の要
因・背景について，自然，歴
史等と関連させて，自身の
考えをもつ。 

 
 
 
 
〇 

  
 
 
 
 
 
 
 
● 

 
 
 
 
〇【知識・技能】 
 南アメリカ州の自然，歴
史，産業，人々の暮らしの特
色の大観を理解している。 
●【主体的に学習に取り組む態度】 

 南アメリカ州の課題の要
因・背景を予想し，その課題
解決へ見通しをもって主体
的に追求しようとしてい
る。 
 
 

５ 
６ 

・ 南アメリカ
州 で 進 む 大
規 模 開 発 と
環 境 問 題 と
の 関 係 を 理
解する。 

・ 南アメリカ
州 の 経 済 発
展 の 問 題 点
に つ い て ，
「 持 続 可 能
な開発」の観
点 か ら 考 え
る。 

 
 
 
 
 
 
・  南アメリカ州の経済発展

について，農業や資源・エネ
ルギー開発の面から考察す
る。 

・  南アメリカ州の経済発展
の問題点ついて，「持続可能
な開発」の観点から考察す
る。 

 
 
 
 
 
 
● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 

  
 
 
 
 
 
●【知識・技能】 
 南アメリカ州の大規模な
開発を通した経済発展の方
法を，写真やグラフ等の資
料から，読み取っている。 
〇【思考・判断・表現】 

アマゾン川流域の大規模
開発に起因する環境問題を
踏まえ，開発の在り方につ
いて，持続可能な開発の観
点から問題点を説明してい
る。 

第
三
次 
 
ま
と
め 

７ 
８ 

 
・ 各国が自国

優 先 で は な
い 世 界 全 体
の視野と，目
先 の 利 益 で
は な い 将 来
の 視 点 を 入
れた「経済発
展」の在り方
に つ い て 考
える。 

 
 
 
 
 
・ アフリカ州・南アメリカ州

の学習を踏まえ，貧しい国
が「発展する」ための道筋を
考える。 

・  先進国と途上国のそれぞ
れの立場から考える。 

・  先進国の発展の在り方に
ついても考える。 

 
 
 
 
 
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 

 
 
 
 
 
〇【知識・技能】 
 これからの経済発展につい
ては，各国が自国優先ではな
い世界全体の視野と，目先の
利益ではない将来の視点を
入れた経済発展観に立つこ
とが必要であることを理解
している。 
●【思考・判断・表現】 

先進国と途上国のそれぞ
れの立場から，多面的・多角
的に考察し，表現している。 
〇【主体的に学習に取り組む態度】 

 単元を通した学習を振り
返りながら，よりよい社会
の実現を視野に課題を追求
し，社会に関わろうという
態度を示している。 

 なぜ，南アメリカ州では森林が減少しているのだろうか。 

【ＭＱ５】南アメリカ州はどのようにして経済発展させているのだろうか。 

～南アメリカ州の経済発展について知ろう～ 

【ＭＱ６】南アメリカ州の経済発展の問題点を説明しよう。 

 ～環境問題，持続可能性を視点に考えよう～ 

【本質的な問い】 

現在，経済的に貧しい国々がこれから発展するためには，どのよう

な道筋があるのだろうか。 

【ＭＱ４】南アメリカ州はどのようなところなのだろうか。 

      ～南アメリカ州の現状を知ろう～ 
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10 指導過程（全８時間） 
≪第一時≫ 
(1) 本時の目標 

・ 単元を貫く問い（＝本質的な問い：「現在，経済的に貧しい国々がこれから発展するためには，どの
ような道筋があるのだろうか。」）について，単元全体を見通した課題意識をもつ。 

 ・ アフリカ州の自然，歴史と文化など，アフリカ州の地域的特色の大観を理解する。 
・ アフリカ州の大観を基に，「アフリカ州は，なぜ貧しい国々が多いのか」という課題について予

想することを通して，アフリカ州の学習に見通しをもつ。 
 
(2) 本時の学習過程と評価 
 学習活動・学習内容 ◆「主な発問」 ・指導上の留意点 ☆資料 【評価規準】・（評価方法） 

 
導
入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 「国が発展する」という
ことのイメージ（＝概念）
を共有する。 
①・ 経済的に豊か 
・ 便利な物がたくさん

ある 
・ 貧しい人がいない 

 ②・ 技術 ・ 資源 
  ・ お金 ・ 人 
 
 
２ 単元で扱うアフリカ州

と南アメリカ州の現状 
（生活の様子）を確認す
る。 

 
 
３ 単元を貫く問い（＝本

質的な問い）について考
え，単元全体の見通しを
もつ。 

 ・ 外国企業から技術を
教えてもらい，自国で
生産し，輸出できるよ
うにする。 

 ・ 鉱産資源を海外に輸
出し，お金を稼ぎ，生
活レベルを上げる。 

 
 
４ 本時の学習に見通しを

もつ。 
 
 
 
５ アフリカ州の地形，文化

や歴史について理解する。 
・ アフリカの北と南で異
なる文化が形成されてい
る。 

・ 古代には文明が発達し 
16世紀には欧米諸国によ
って植民地支配された。 

 
６ アフリカ州の気候の特徴

と，人口分布との関係を調
べる。 
・ ギニア湾沿いは人口密

度が高い。 
・ サハラ砂漠など乾燥帯

◆①「『国が発展する』とは，どういう状 
態なのだろうか。」 

◆②「『国が発展する』ためには，何が必
要なのだろうか。」 

・ ①を通して「国が発展する」という 
ことの概念を共有し，②を通して，発 
展に向けた“道筋”を考えさせる。 

・ アジア州の香港やシンガポール等の
写真から“経済発展”したイメージを
膨らませる。 

 
・ 世界各国の平均所得と平均寿命，生

活の様子を表した資料を提示し，アフ
リカ州と南アメリカ州の現状を説明す
る。 

 ☆ 資料①「世界保健チャート」など 
 
◆  

 
 
 
・ アジア州での“経済発展”をテーマ

とした学習を想起させる。 
・ 単元の全体像を説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 地形名を，教科書の地図を参考にワ

ークシートの白地図に記入させる。 
・ アフリカ州の文化・歴史についてワ
ークシートにまとめさせる。 

 
 
 
 
 
◆ 「アフリカ州の気候の特徴と人口分布 
 について，資料から分かることを説明し

よう。」 
・ 人口密度の多い地域・少ない地域と

降水量や地形との関連を考えさせる。 
☆ 資料「アフリカの降水量」，「アフリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【主体的に学習に取り組む態度】  

前時のアジア州の「経
済発展」をテーマとした
学習を生かし，単元を貫
く問いについて主体的に
追求しようとしている。 
（発言，ワークシート） 
 
 
 
 
 
 
 
【知識・技能】 
 アフリカ州の自然，歴
史，文化等の特色の大観
を理解している。 
（ワークシート） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【単元を貫く問い（＝本質的な問い）】 

 現在，経済的に貧しい国々がこれから発展するためには，ど

のような道筋があるのだろうか。 

【ＭＱ１】 アフリカ州はどのようなところなのだろうか。 

～アフリカ州の現状を知ろう～ 
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ま
と
め 

に属するところは人口密
度が低いが，ナイル川沿
いは乾燥帯でも人口密度
が高い。 

  
 
 
７ 本時の学習内容をもとに

アフリカ州を貫く問いに対
する予想を立てる。 

 ・ 人口が多いため，食料
等が足りていないから。 

 ・ 広大な砂漠など，自然
環境が厳しく農業ができ
ないから。 

 ・ 植民地支配されていた
ため，発展が遅れている
から。 

 
８ 本時の学習内容を振り
 返る。 

カの人口密度」(教科書P.90) 

・ アフリカ州が世界全体から見ても人口 
増加が進んでいる地域であることを説明 
する。 

☆ 資料「世界地域別人口の移り変わり」 
(教科書P.13) 

 
◆ 
 
・ 本時の内容（アフリカ州の自然，歴

史，文化，人口分布）を基に予想させ
る。 

・ 予想したことをグループで共有した
あと，ワークシートに記入させる。 

 
 
 
 
 
・ 本時を振り返り，次の時間へむけて意

識づけを行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【主体的に学習に取り組む態度】  

 アフリカ州の課題の要
因・背景を予想し，その
課題解決へ見通しをもっ
て主体的に追求しようと
している。 
（発言，ワークシート） 
 
 
 

 

(3) 板書計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なぜ，アフリカ州の国々は貧しい国が多いのか予想しよう。 

 

【？】国が発展するとはどういう状態？   【ＭＱ１】アフリカ州はどのようなところなのだろうか。 

・      ・                    ～アフリカ州の現状を知ろう～ 

・      ・          【問題】 

【？】国が発展するためには何が必要？    アフリカ州の気候の特徴と人口分布 

・      ・          について，資料から分かることを説 

・      ・          明しよう。 

 

                       

【アフリカ州の課題】 

なぜ，アフリカ州は

貧しい国々が多いのか

予想しよう。  

・熱帯，温帯→人口密度が高い 

・乾燥帯  →人口密度が低い 

 ※ナイル川沿いは，乾燥帯でも 

  人口密度が高い。 

 

※アフリカは世界全体から見ても

人口増加が進んでいる。 

【予想】 

・人口が多いため，食料が

足りていない． 

・砂漠等があり，農業がで

きない。 

・植民地支配されていたた

め，発展が遅れている。 

〔写真〕 

豊かな国 

〔写真〕 

貧しい国 

【本質的な問い】 

現在，経済的に貧しい国々がこ
れから発展するためには，どのよ
うな道筋があるのだろうか。 
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≪第二時≫ 
(1) 本時の目標 

・ アフリカ州の国々が経済的に貧しい理由をモノカルチャー経済の実態と問題点から理解する。 
 
(2) 本時の学習過程と評価  

※ ＭＱ：中心発問，ＳＱ：下位の問い，ＳＳＱ：下位の下位の問い，Ａ：答え  
 学習活動・学習内容 ◆「主な発問」 ・指導上の留意点 ☆資料 【評価規準】・（評価方法） 

 
 
 
 
 
 
 
 
課
題
設
定
・
仮
説
提
示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
仮
説
の
吟
味
・
検
証 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ アフリカ州は農産物や鉱
産資源が豊富にあり，私た
ちの身近なものがアフリカ
州とつながっていること，
また，アフリカ州の豊かな
農産物や鉱産資源に世界全
体の国々が支えられている
のにも関わらず，アフリカ
州が経済的に貧しいという
ことを確認する。 

 
 
２ 中心発問に対する仮説を

考えさせ，全体で交流する。 
 〔仮説〕：「〇〇〇から経

済的に貧しいのだろう」 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 本時の学習に見通しをも

つ。 
 
４ アフリカ州の農業と鉱業

の特徴と問題点を理解する。 
【Ａ１】 
「アフリカ州では，植民地

時代にヨーロッパの国々によ
って農産物（コーヒー，カカ
オ，綿花，茶などを大規模に
プランテーション農業で栽培）
や鉱産資源の供給地として開
発されたが，独立した現在で
もコーヒー，カカオなどの商
品作物の栽培と鉱産資源の採
掘を行っている。」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
５  アフリカ州の貿易の特徴

と問題点を理解する。 

【Ａ２】 

「アフリカ州は，少ない種

◆ 「資料にある９品目は，私たち日本人
に身近なものばかりです。この中から，
アフリカ州とつながりがあるものを選ぼ
う。」 

・ 原材料に何が使われているかを考えさ 
せる。 

☆ 資料 導-1「日本人に身近な９品目」 
・ アフリカ州の国々の所得が低いこと
 を資料から確認する。 
☆ 資料 導-2「世界保健チャート」 
 
 
◆ 
 
 
・ 前時までのワークシートを利用し，

仮説を立てさせる。 
・ グループ，全体での仮説の交流を通

して，既有の理論をしっかりと表出さ
せる。 

・ それぞれの仮説の違いに着目して，
自分の考えを認識させる。 

 
 
・ アフリカ州の学習の全体像を説明す

る。 
 
◆ 【ＳＱ１】「アフリカ州ではどのよう

なものを，どのように生産しているのだ
ろうか。」 

・ 【ＳＱ１】を，以下の４つの問いの答
えを踏まえて考させる。 

【SSQ1-1】「アフリカ州で生産される農
産物には何があるのか。」 

【SSQ1-2】「これらの農産物にはどのよ
うな特徴があるのか。」 

【SSQ1-3】「なぜ，アフリカ州では商品
 作物が栽培されるようになったのだろ 

うか。」 

【SSQ1-4】「アフリカ州で農産物以外に
生産されているものは何があるのか。」 

・ 国境線の決まり方等の既習事項を活用 
させる 

☆ 資料①-1「アフリカの農業」 

☆ 資料①-2「分割されたアフリカ」 
☆ 資料①-3「アフリカの鉱産資源」 

☆ 資料①-4「プランテーション農業」 
 
 
◆ 【ＳＱ２】「アフリカ州は豊富な資源

をどのように生かしているのだろうか。
～アフリカ州の貿易の特徴を考えよう。」 

・ 日本(先進国)とも比較させる。 
・ 輸出入総額にも注目させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【知識・技能】 
 アフリカ州の農業，
鉱業，貿易の特徴や問
題点を，様々な資料を
関連づけて読み取って
いる。 
（ワークシート，発言） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ＭＱ２】なぜ，アフリカ州は経済的に貧しい国が多いのだろ 

うか。～アフリカ州の経済の問題点を知ろう～ 
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一
般
化
・
理
論
の
定
式
化 
 
 
 
 
 
 
 

類の農産物や鉱産資源を輸出

しており，(※モノカルチャー

経済)輸出総額も少ない。ま

た，先進国からは工業製品を

輸入している(※自分たちが

食べる食物は海外からの輸入

に頼っている)。」 
 

 

 
６ モノカルチャー経済の問

題点を理解し，説明する。 
【Ａ３】 

  「モノカルチャー経済には， 
 ①農産物は天候によって採れ

る年と採れない年がある。ま

た，農産物や鉱産資源は国際的

な価格の変動が大きい。そのた

め，収入が安定せず，事業拡大

ができない，暮らしが豊かにな

らない，等の問題が起こる。 

②工業製品を輸入に頼ること
で，自国の産業が成長しない 

（工業化しない）。 

また，先進国は安く原料を手
に入れ大量生産しようとする
ため，原料の生産者（＝アフ
リカ諸国）に入る収入が少な
くなる。 

という２つの問題点がある。」 

 

 

 

 

 

 

 

７ これまで学習したことを踏
まえて中心発問を考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ 資料②-1「アフリカ各国の主な輸出 
 品」 
☆ 資料②-2「ガーナの主な輸出入品」 
☆ 資料②-3「日本の輸出品」 
・ 「モノカルチャー経済」の定義を確

認する。 
・ アフリカ州は輸出向けの農産物を栽培

し，自分たちが食べる食物は海外からの
輸入に頼っていることを説明する。 

 
 
◆ 【ＳＱ３】「モノカルチャー経済の問 

題点を説明しよう。」 

・ 【ＳＱ３】を，以下の３つの問いの答
えを踏まえて考させる。 

 【SSQ3-1.1】「なぜ，少ない種類の農産物
や鉱産資源を輸出することが問題なのだ
ろうか。」 

 【SSQ3-1.2】「『収入が安定しない』こ
との問題点は何だろうか。」 

 【SSQ3-2】「なぜ，原材料を輸出し，工
業製品を輸入することが問題なのだろう
か。」 

・ グループや全体で，資料から読み取れ
ること，分からないことを共有し，考え
させる。 

・ 読み取りの困難な生徒へは資料③-3，
資料③-6に着目するよう声掛けをする。 

☆ 資料③-1「アフリカ各国の主な輸出 
 品 
☆ 資料③-2「ガーナの主な輸出入品」 
☆ 資料③-3「カカオ豆の国際価格の推

移」  

☆ 資料③-4「銅の国際価格の推移」 
☆ 資料③-5「チョコレート生産のコス

ト」  

☆ 資料③-6「先進国と途上国の関係」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 「仮説提示」の場面で立てた仮説と，

中心発問から獲得した答えを比較し，自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【思考・判断・表現】 
 アフリカ州のモノカ
ルチャー経済の問題点
を，様々な資料を関連
づけて多面的・多角的
に考察している。 
（ワークシート，発言） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【知識・技能】 
 アフリカ州の経済の
仕組みと問題点につい
て理解している。 
（ワークシート，発言） 

【ＭＱ２】なぜ，アフリカ州は経済的に貧しい国が多いのだろう 

か。～アフリカ州の経済の問題点を知ろう～ 

【ＭＡ２】：アフリカ州は，植民地時代にヨーロッパの国々によって農

産物（プランテーション農業）や鉱産資源の供給地として開発され，独

立した現在でも商品作物の栽培と鉱産資源の採掘を行っている。そし

て，農産物や鉱産資源を海外に輸出する代わりに，工業製品を得るとい

う貿易を行っている。つまり，アフリカ州の経済は，少ない種類の農産

物や鉱産資源を輸出することで成り立つモノカルチャー経済で成り立

っている。モノカルチャー経済には，以下の２つの問題点がある。  

 ①農産物は天候によって採れる年や採れない年があり，また農産物や鉱

産資源は国際的な価格の変動が大きい。そのため収入が不安定になる。

②一次産品を輸出し，工業製品や食料を輸入に頼ることで，国内の産業

が成長しない，原料の生産者（＝アフリカ諸国）に入るお金が少なくな

る。 

①・②のため，モノカルチャー経済で成り立っているアフリカ諸国は経

済的に貧しくなる。 
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８ 「本質的な問い」と関連

させながら，本時の学習内
容を振り返る。 

らの知識の深化を実感させる。 
 
 
・ 「本質的な問い：現在，経済的に貧

しい国々がこれから発展するためには，
どのような道筋があるのだろうか」に対
する振り返りを行い，本時の学習内容
との関係に気付くことができるように
する。 

 
 
(3) 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
仮説 
 
 

【ＭＱ2】なぜ，アフリカ州は経済的に貧しい国が多いのだろうか。～アフリカ州の経済の問題点を知ろう～ 

【ＳＱ１】アフリカ州ではどのような

ものを，どのように生産しているのだ

ろうか。 

・コーヒー，カカオなどの商品作物 

の栽培や鉱産資源の採掘が盛ん 

        ↑ 

植民地時代にヨーロッパ国々に 

よって原料供給地として開発 

 

【ＳＱ２】アフリカ州の貿易の特徴 

を考えよう。 

 

〔輸出〕少ない農産物や鉱産資源 

    →☆モノカルチャー経済  

〔輸入〕工業製品（※食料も） 

ホワイト

ボード 

【ＳＱ３】モノカルチャー経済の問題点  

を説明しよう 

 ≪限られた輸出品に頼ることの問題≫ 

 ・収入が不安的になる 

   →食料が手に入らない，暮らしが豊

にならない，他の事業拡大にお金

が使えない 

 ≪先進国と途上国の関係の問題≫ 

 ・自国の産業が成長しない 

   （工業化できない） 

  ・原料の生産者（＝アフリカ諸国）に

入る収入が少ない 

【ＭＡ２】 
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 (4) 本時の「問いの構造図」  
 ※ＭＱ：中心発問，ＳＱ：下位の問い，ＳＳＱ：下位の下位の問い，Ａ：答え 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ＭＡ２】：アフリカ州は，植民地時代にヨーロッパの国々によって農産物（プランテーション農業）や

鉱産資源の供給地として開発され，独立した現在でも商品作物の栽培と鉱産資源の採掘を行っている。そ

して，農産物や鉱産資源を海外に輸出する代わりに，工業製品を得るという貿易を行っている。つまり，

アフリカ州の経済は，少ない種類の農産物や鉱産資源を輸出することで成り立つモノカルチャー経済で

成り立っている。モノカルチャー経済には，以下の２つの問題点がある。  

①農産物は天候によって採れる年や採れない年があり，また農産物や鉱産資源は国際的な価格の変動が

大きい。そのため収入が不安定になる。②一次産品を輸出し，工業製品や食料を輸入に頼ることで，国内

の産業が成長しない，原料の生産者（＝アフリカ諸国）に入るお金が少なくなる。 

①・②のため，モノカルチャー経済で成り立っているアフリカ諸国は経済的に貧しくなる。 

【ＭＱ２】：なぜ，アフリカ州は経済的に貧しい国が多いのだろうか。  

【ＳＱ３】：モノカルチャー経済の問題点を 

説明しよう。 

【Ａ３】： 

①農産物は天候によって採れる年と採れな

い年がある。また，農産物や鉱産資源は国

際的な価格の変動が大きい。そのため，収

入が安定せず，事業拡大ができない，暮ら

しが豊かにならない，等の問題が起こる。 

②工業製品を輸入に頼ることで，自国の産

業が成長しない（工業化しない）。また，

先進国は安く原料を手に入れ大量生産し

ようとするため，原料の生産者（＝アフリ

カ諸国）に入る収入が少なくなる。 

【SSQ３－1.1】：なぜ，少ない種類の農産物や鉱産資

源を輸出することが問題なのだろうか。 

【Ａ３－1.1】：農産物は天候によって採れる年と採 

れない年がある。また，農産物や鉱産資源は国際的

な価格の変動が大きい。 →収入が安定しない。 

【SSQ３－1.2】：「収入が安定しない」ことの問題点

は何だろうか。 

【Ａ３－1.2】：食料が手に入らなくなる，他の事業

拡大に資金がまわらない，暮らしが豊にならない。 

【SSQ３－２】：なぜ，原材料を輸出し，工業製品を

輸入することが問題なのだろうか。 

【Ａ３－２】：工業製品を輸入に頼ることで，自国の

産業が成長しないから（工業化しない）。また，先

進国は安く原料を手に入れ大量生産しようとする

ため，原料の生産者に入る収入が少なくなるから。 

【ＳＱ１】： 

アフリカ州ではどの

ようなものを，どの

ように生産している

のだろうか。 

【Ａ１】： 

アフリカ州では，植民

地時代にヨーロッパ

の国々によって農産

物（コーヒー，カカオ，

綿花，茶などを大規模

にプランテーション

農業で栽培）や鉱産資

源の供給地として開

発されたが，独立した

現在でもコーヒー，カ

カオなどの商品作物

の栽培と鉱産資源の

採掘を行っている。 

【ＳＱ２】： 

アフリカ州は豊富な資源

をどのように生かしてい

るのだろうか。アフリカの

貿易の特徴を説明しよう。  

【Ａ２】： 

〔輸出〕 

少ない種類の農産物や鉱

産資源を輸出している。 

(※モノカルチャー経済)

また，輸出総額も少ない 

〔輸入〕 

先進国から工業製品を輸

入している。 

(※自分たちが食べる食

物は海外からの輸入に頼

っている) 

【SSQ１－１】：アフリカ州で生産される農産

物には何があるか。 

【Ａ１－1】：コーヒー，カカオ，綿花，茶 

 

【SSQ１－４】アフリカ州で農産物以外に生産
されているものは何があるか。 

【Ａ１－４】：鉱産資源（例：石油，レアメタ

ル，金，ダイヤモンド）。農産物同様，植民

地時代から開発が続く 

【SSQ１－２】：これらの農産物にはどのよう

な特徴があるか。 

【Ａ１－２】：自分たちが食べるためではなく，

売るための作物。（＝商品作物） 

【SSQ１－３】：なぜ，アフリカ州では商品作

物が栽培されるようになったのだろうか。 

【Ａ１－３】：アフリカ州は，植民地時代にヨ 

ーロッパの国々によって農産物（プランテー

ション農業）の供給地として開発され，独立

した現在でも商品作物の栽培を行っている 
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≪第三時≫ 
(1) 本時の目標 

・ アフリカ州の経済発展を妨げる課題について，民族問題，食料不足に関わる問題などと関連させ
て考える。 

 
(2) 本時の学習過程と評価  

※ ＭＱ：中心発問，ＳＱ：下位の問い，ＳＳＱ：下位の下位の問い，Ａ：答え  
 学習活動・学習内容 ◆「主な発問」 ・指導上の留意点 ☆資料 【評価規準】・（評価方法） 

 
 
 
 
 
 
 
課
題
設
定
・
仮
説
提
示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
仮
説
の
吟
味
・
検
証 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ アフリカ州には，経済的
な仕組み以外にも，民族問
題や食料不足といった問題
があることを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
２ 紛争・内戦や食料不足の

問題を中心に，中心発問に
対する仮説を考えさせ，全
体で交流する。 

 〔仮説〕:「〇〇〇から，
紛争・内戦は起こる」「〇
〇〇から，食料不足は起こ
る」 

 
 
３ 本時の学習に見通しをも

つ。 
 
４ アフリカ州の紛争・内戦

の原因とその影響を理解し，
説明する。 
【Ａ１】 
「アフリカ州は，植民地時代

に，ヨーロッパの国々が緯 

線・経線を利用して直線的に

引いた国境線を現在も使用

しており，それによって，１

つの国に複数の民族が暮ら

していたり，同じ民族が複数

の国に分かれて暮らしたり

している。そのため，言語，

生活習慣，宗教などの違いか

ら対立が生まれ，内戦・紛争

に発展する。近年では，資源

の奪い合いも紛争・内戦の大

きな原因となっている。ま

た，紛争・内戦によって難民

の発生，政情不安，軍事費の

増加，食料不足などの問題が

発生している。」 
 
 
 
 
 

・ アフリカ州では，紛争・内戦が起きて
いること，食料不足になっていることを
資料から確認させる。 

☆ 資料 導-1「アフリカの国内紛争」 
☆ 資料 導-2「各国の一人一日あたり

のカロリー供給量」 
☆ 資料 導-3「ハゲタカと少女」 
 
 
 
 
・ なぜ「紛争・内戦」や「食料不足」

が起こるのか考えさせる。 
・ 前時までのワークシートを利用し，

仮説を立てさせる。 
・ グループ，全体でも仮説の交流を通

して，既有の理論をしっかりと表出さ
せる。 

・ それぞれの仮説の違いに着目して，
自分の考えを認識させる。 

 
・ アフリカ州の学習の全体像を説明す

る。 
 
◆ 【ＳＱ１】「なぜ，アフリカ州では紛争・

内戦が起こるのだろうか。」 

・ 【ＳＱ１】を，以下の５つの問いの答
えを踏まえて考させる。 

【SSQ1-1】「アフリカ州の国境線は誰が
どのように引いたのだろうか。」 

【SSQ1-2】「それによって，アフリカ州
に暮らす民族はどのようになったのだろ
うか。」 

【SSQ1-3】「１つの国の中に，複数の民
族が暮らすことによってどのような問題
が生じるのだろうか。」 

【SSQ1-4】「他にも紛争・内戦が起こる
原因はないだろうか。」 

【SSQ1-5】「紛争・内戦によってどのよ
うな問題が生じるのだろうか。」 

・ グループ，全体で資料から読み取れる
こと，分からないことを共有し，考えさ
せる。 

・ 読み取りの困難な生徒へは資料①-3に
着目するよう声掛けをする。 

・ 国境線の決まり方等の既習事項を活用 
させる。 

・ 紛争・内戦が起きている場所と鉱産資
源の分布を比較させる。 

☆ 資料①-1「アフリカの歴史」 
☆ 資料①-2「ヨーロッパ諸国によるア

フリカ支配」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【知識・技能】 
 アフリカ州が抱える
課題について理解してい
る。 
（ワークシート・発言） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ＭＱ３】なぜ，アフリカ州の発展は遅れているのだろうか。  

～アフリカ州の発展を妨げている様々な原因を考えよう。～  
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一
般
化
・
理
論
の
定

 
 
 
 
 
 
 
５ アフリカ州で食料不足に

なる原因とその影響を理解
し，説明する。 
【Ａ２】 

 「アフリカ州では，人口増加
に食料生産が追い付いてお
らず，また，農業政策に課
題がある（例：商品作物の
栽培が主で，自給用作物が
少ない。農業関連の基盤が
少ない）ため，食糧不足に
なる。食料不足によって，
栄養不足，飢餓となり，医
療技術が進歩していないこ
ともあって，乳児死亡率が
高い等の問題も起きている。 

そのため，食料不足を解
消するために，森林を伐採
し，また焼畑周期を早める
ことによって農地拡大に取
り組んでいるが，それらが
原因で森林破壊や耕地の衰
えによる砂漠化が進んでい
る。また，農村で暮らせな
くなった人々は，都市に移
り住むが，収入も低く，水
道や電気が整備されていな
いスラムで生活しており，
都市への人口集中が問題と
なっている。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  これまで学習したことを
踏まえて中心発問を考える。 

 
 
 
 
 
 

☆ 資料①-3「アフリカ西部の民族のま
とまりと国境線」 

☆ 資料①-4「アフリカの本来の言語と
おもな公用語」 

☆ 資料①-5「アフリカの国内紛争」 
 
 
◆ 【ＳＱ２】「なぜ，アフリカ州では，食

料不足になるのだろうか。」 

・ 【ＳＱ２】を，以下の５つの問いの答
えを踏まえて考させる。 

 【SSQ2-1】「どのような時に食料不足は
起こるのだろうか。」 

 【SSQ2-2】「アフリカ州の農業にはどのよ
うな課題があるのだろうか。」 

 【SSQ2-3】「食料不足によってどのよう
な問題が生じるのだろうか。」 

 【SSQ2-4】「食料不足を改善するために
どのような対策をしているのだろうか。」 

 【SSQ2-5】「農村で暮らせなくなった人
々はどこでどのように暮らすのだろう 

か。」 

・ グループ，全体で資料から読み取れる
こと，分からないことを共有し，考えさ
せる。 

・ 読み取りの困難な生徒へは資料②-2に
着目するよう声掛けをする。 

・ 乾燥帯での生活等の既習事項を活用さ
せる。（教科書P.42,43） 

☆ 資料②-1「地域別人口割合の推移と
出生率」 

☆ 資料②-2「アフリカの農業の課題」 
☆ 資料②-3「食糧不足に伴って発生す

る問題」  

☆ 資料②-4「進む砂漠化」 
☆ 資料②-5「都市化とスラムの拡大」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
【知識・技能】 
 アフリカ州が抱える
課題について理解してい
る。 
（ワークシート・発言） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【思考・判断・表現】 
 アフリカ州の経済発
展を妨げる課題につい
て，民族問題，食料不
足に関わる問題などと

【ＭＱ３】なぜ，アフリカ州の発展は遅れているのだろうか。 

～アフリカ州の発展を妨げている様々な原因を考えよう～ 

 
≪食料不足による負のスパイラル≫ 

食料不足 

栄養不足・飢餓 

農地拡大 

森林伐採・砂漠化 

耕作放棄 

都市の人口増加 

スラムの形成 
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式
化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 「本質的な問い」と関連

させながら，本時の学習内
容を振り返る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 「仮説提示」の場面で立てた仮説と，

中心発問から獲得した答えを比較し，自
らの知識の深化を実感させる。 

 
 
・ 経済的に貧しい国々が多いアフリカ州

に対して，どのような支援をすることが
望ましいのか考えさせる。 

・ 「本質的な問い：現在，経済的に貧
しい国々がこれから発展するためには，
どのような道筋があるのだろうか」に対
する振り返りを行い，本時の学習内容
と関係に気づくことができるようにし，
今後の学習に見通しをもつ。 

関連付けて多面的・多
角的に考察している。  
（ワークシート・発言） 

 
(3) 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
仮説 
 
 

【ＳＱ１】なぜ，アフリカ州では紛争・

内戦が起こるのだろうか。 

 

〔原因〕 

・民族対立 

→植民地時代にヨーロッパの国々が

引いた国境線を現在でも使用して

おり，民族分布と国境線が一致して

いない。 

・資源の奪い合い 

〔影響〕 

・難民の発生，政情が不安定， 

農業生産ができない， 

食料不足になる 

【ＭＡ３】：アフリカ州では，紛争・内戦や食料不足等の問題がある。 

①紛争・内戦が起こる原因は，アフリカ州は，植民地時代に，ヨーロッ

パの国々が緯線・経線を利用して直線的に引いた国境線を現在も使用

しており，それによって，１つの国に複数の民族が暮らしていたり，同

じ民族が複数の国に分かれて暮らしたりしている。そのため，言語，生

活習慣，宗教などの違いから対立が生まれ，紛争・内戦に発展する。近

年では，資源の奪い合いも紛争・内戦の大きな原因となっている。また，

紛争・内戦によって難民の発生，政情不安，食料不足などの問題が発生

している。 

②アフリカ州では，人口増加に食料生産が追い付いておらず，また，農

業政策に課題がある（例：商品作物の栽培が主で，自給用作物が少ない。

農業関連の基盤が少ない）ため，食料不足になる。食料不足によって，

栄養不足，飢餓となり，医療技術が進歩していないこともあって，乳児

死亡率が高い等の問題も起きている。そのため，食料不足を解消するた

めに，森林を伐採し，また焼畑周期を早めることによって農地拡大に取

り組んでいるが，それらが原因で森林破壊や耕地の衰えによる砂漠化

が進んでいる。また，農村で暮らせなくなった人々は，都市に移り住む

が，収入も低く，水道や電気が整備されていないスラムで生活してお

り，都市への人口集中が問題となっている。 

①・②のように，アフリカ州が抱える問題は複雑に関係し合っているた

め，発展を妨げる原因になっている。 

 

ホワイト

ボード 

【ＳＱ２】なぜ，アフリカ州では食料不足

になるのだろうか。 

 

〔原因〕 

・人口増加 ・農業技術が進歩していない 

※農業の課題…灌漑設備がない，輸送手段がない  

〔生じる問題〕 

・栄養不足，飢餓 →乳児死亡率が高い 

 ※医療が未発達 

〔対策〕 

・農地拡大（※森林伐採，焼畑農業） 

 →森林破壊，砂漠化の進行 

 ※農村に暮らせなくなった人 

  →都市に暮らす（※スラムが形成される） 

【ＭＡ３】 

【ＭＱ3】なぜ，アフリカ州の発展は遅れているのだろうか。～アフリカ州の発展を妨げている様々な原因を考えよう～ 
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( 4 ) 本時の「問いの構造図」 
 ※ＭＱ：中心発問，ＳＱ：下位の問い，ＳＳＱ：下位の下位の問い，Ａ：答え 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＭＡ３】：アフリカ州では，紛争・内戦や食料不足等の問題がある。  

①紛争・内戦が起こる原因は，アフリカ州は，植民地時代に，ヨーロッパの国々が緯線・経線を利用して直線的に引いた国

境線を現在も使用しており，それによって，１つの国に複数の民族が暮らしていたり，同じ民族が複数の国に分かれて暮ら

したりしている。そのため，言語，生活習慣，宗教などの違いから対立が生まれ，紛争・内戦に発展する。近年では，資源

の奪い合いも紛争・内戦の大きな原因となっている。また，紛争・内戦によって難民の発生，政情不安，食料不足などの問

題が発生している。 

②アフリカ州では，人口増加に食料生産が追い付いておらず，また，農業政策に課題がある（例：商品作物の栽培が主で，

自給用作物が少ない。農業関連の基盤が少ない）ため，食料不足になる。食料不足によって，栄養不足，飢餓となり，医療

技術が進歩していないこともあって，乳児死亡率が高い等の問題も起きている。そのため，食料不足を解消するために，森

林を伐採し，また焼畑周期を早めることによって農地拡大に取り組んでいるが，それらが原因で森林破壊や耕地の衰えによ

る砂漠化が進んでいる。また，農村で暮らせなくなった人々は，都市に移り住むが，収入も低く，水道や電気が整備されて

いないスラムで生活しており，都市への人口集中が問題となっている。 

①・②のように，アフリカ州が抱える問題は複雑に関係し合っているため，発展を妨げる原因になっている。 

【ＭＱ３】なぜ，アフリカ州の発展は遅れているのだろうか。～アフリカ州の発展を妨げている様々な原因を考えよう～  

【ＳＱ１】：なぜ，

アフリカ州では紛

争・内戦が起こる

のだろうか。 

【Ａ１】： 

アフリカ州は，植

民地時代に，ヨー

ロッパの国々が緯

線・経線を利用し

て直線的に引いた

国境線を現在も使

用しており，それ

によって，１つの

国に複数の民族が

暮らしていたり，

同じ民族が複数の

国に分かれて暮ら

したりしている。

そのため，言語，生

活習慣，宗教など

の違いから対立が

生まれ，内戦・紛争

に発展する。近年

では，資源の奪い

合いも紛争・内戦

の大きな原因とな

っている。また，紛

争・内戦によって

難民の発生，政情

不安，軍事費の増

加，食料不足など

の問題が発生して

いる。 

【SSQ１－１】：アフリカ州

の国境線は誰がどのよう

に引いたのだろうか。 

【Ａ１－1】：植民地時代

に，ヨーロッパの国々が

緯線・経線を利用して直

線的に引いた。 

 
【SSQ１－２】：それによっ

て，アフリカ州に暮らす民

族はどのようになったの

だろうか。 

【Ａ１－２】：１つの国に複

数の民族が暮らしていた

り，同じ民族が複数の国に

分かれて暮らしたりして

いる。 

【SSQ１－３】：１つの国の

中に，複数の民族が暮ら

すことによってどのよう

な問題が生じるのだろう

か。 

【Ａ１－３】：言語，生活

習慣，宗教などの違いか

ら対立が生まれる。 

（※公用語の使用） 
【SSQ１－４】：他にも紛 

争・内戦が起こる原因は 

ないか。 

【Ａ１－４】：資源の奪い

合い（例：鉱産資源，水） 

【SSQ１－５】：紛争・内戦

によってどのような問題

が生じるのだろうか。 

【Ａ１－５】：難民の発生，

政情が不安定になる，軍

事費が増え他にお金が使

えない，食料不足になる。 

【ＳＱ２】：なぜ，ア

フリカ州では，食料

不足になるのだろう

か？  

【Ａ２】： 

アフリカ州では，人

口増加に食料生産が

追い付いておらず，

また，農業政策に課

題がある（例：商品

作物の栽培が主で，

自給用作物が少な

い。農業関連の基盤

が少ない）ため，食

料不足になる。食料

不足によって，栄養

不足，飢餓となり，

医療技術が進歩して

いないこともあっ

て，乳児死亡率が高

い等の問題も起きて

いる。そのため，食

料不足を解消するた

めに，森林を伐採し，

また焼畑周期を早め

ることによって農地

拡大に取り組んでい

るが，それらが原因

で森林破壊や耕地の

衰えによる砂漠化が

進んでいる。また，

農村で暮らせなくな

った人々は，都市に

移り住むが，収入も

低く，水道や電気が

整備されていないス

ラムで生活してお

り，都市への人口集

中が問題となってい

る。 

【SSQ２－２】：アフリカ州の

農業にはどのような課題が

あるのだろうか。 

【Ａ２－２】：商品作物の栽

培が主で，自給用作物が少

ない。農業関連の基盤が少

ない（例：灌漑設備がない，

輸送手段が欠如している）。 

 

【SSQ２－１】：どのような時

に食料不足は起こるのだろ

うか。  

【Ａ２－1】：人口に対して，

生産される作物が少ないと

きに食料不足は起こる。 

【SSQ２－３】：食料不足によ

ってどのような問題が生じ

るのだろうか。 

【Ａ２－３】：栄養不足，飢

餓（※乳児死亡率の高さ，医

療の未発達）。 

 
【SSQ２－４】：食料不足を改

善するためにどのような対

策をしているのだろうか。 

 

【Ａ２－４】：森林を伐採し，

また焼畑周期を早めること

によって農地拡大に取り組

む。しかし，これが原因で森

林破壊や耕地の衰えによる

砂漠化が進んでいる。 

【SSQ２－５】：農村で暮らせ

なくなった人々はどこでど

のように暮らすのだろう

か。 

【Ａ２－５】：都市に移り住

むが，収入も低く，水道や電

気が整備されていないスラ

ムで生活する。（※都市に人

口が集中する。） 
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≪第四時≫ 
(1) 本時の目標 
 ・ 南アメリカ州の自然，歴史，産業，人々の暮らしなど，南アメリカ州の地域的特色の大観を理

解する。 
・ 南アメリカ州の大観を基に，「南アメリカ州では，なぜ森林が減少しているのか」という課題

について予想することを通して，南アメリカ州の学習に見通しをもつ。 
 
 (2) 本時の学習過程と評価  
 学習活動・学習内容 ◆「主な発問」 ・指導上の留意点 ☆資料 【評価規準】・（評価方法） 

 
導
入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め 

１  「新興途上国 (＝ＢＲＩ
Ｃ)」について説明し，南ア
メリカ州の発展途上国であ
るブラジルが現在急成長し
ていることを確認する。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 本時の学習に見通しをも

つ。 
 
 
３ 南アメリカ州の地形，文

化・歴史や産業について理
解する。 
・ 南アメリカ州もアフリ
カ州と同様に，古代には
文明が発達したが，16世
紀には欧米諸国によって
植民地支配された。 

・ 農業が盛んで，鉱産資 
源も豊富にある。 

 
４ アマゾン川流域での人々

の生活を取り上げ，南アメ
リカ州では人々が自然と共
生しながら暮らしていたこ
とを理解する。  

 
 
 
 
 
 
５ 南アメリカ州で熱帯雨林

が減少している理由を予想
する。 

 ・ 農産物の収穫を増やそ
うと思い，農地拡大のた
めに森林を伐採した 

 ・ 焼畑農業のサイクルが 
成立しなくなった 

 
６ 本時の学習内容を振り返

る。 

◆ 「ＢＲＩＣは，発展途上国の中でも， 
現在急成長している４つの国の頭文字を 
表しています。国名を考えてみよう。」 

・ B：ブラジル，R：ロシア，I：インド，
C：中国であることを確認する。 

・ 同じ発展途上国でも，経済発展が進
む国々があること，その代表国がＢＲ
ＩＣであることを理解させる。 

☆ 資料 導1「ＧＤＰ（国内総生産）の変
化」 

・ ＧＤＰ（国内総生産）の意味を説明す
る。 

☆ 資料 導2「ＢＲＩＣｓを知ってる？」 
 
 
 
 
 
・ 地形名を，教科書の地図を参考にワ

ークシートの白地図に記入させる。 
・ 南アメリカ州の文化・歴史や産業に
ついてワークシートにまとめる。 

・ アフリカ州と比較させ，歴史や産業
など，二つの州に共通点が多いことを
確認する。 

 
 
 
 
◆ 「南アメリカ州で行われている“焼畑農 

業”の仕組みを図を描いて説明しよう。」 
・ 資料から，南アメリカ州の人々が行

っていた従来の“焼畑農業”の仕組み
を理解させるとともに，“焼畑農業”
では，大規模な森林破壊につながらな
いことを理解させる。 

☆ 資料「焼畑農業のサイクル」(教科書P.119) 

☆ 資料①「焼畑農業のサイクル」 

 
 
◆ 
 
・ アマゾン川流域で熱帯雨林が減少して

いることを説明する。 
・ 本時の学習内容を基に予想をさせる。 
・ グループ，全体で交流したあと，ワー

クシートに記入させる。 
☆ 資料「世界の森林減少率」(教科書P.117) 

 
・ 本時を振り返り，次の時間に向けて

意識づけを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【知識・技能】 
 南アメリカ州の自然，
歴史・文化，産業の特色
の大観を理解している。 
（ワークシート） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【主体的に学習に取り組む態度】 

南アメリカの課題の要
因・背景を予想し，その
課題解決へ見通しをもっ
て主体的に追求しようと
している。 
（ワークシート，発言） 
 
 

 なぜ，アマゾン川流域では熱帯雨林が減少しているのだろうか。 

【ＭＱ４】 南アメリカ州はどのようなところなのだろうか。 

～南アメリカ州の現状を知ろう～ 
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( 3 ) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＭＱ４】南アメリカ州はどのようなところなのだろうか。～南アメリカ州の現状を知ろう。～ 

【問題】 

南アメリカ州で行われている“焼畑農業” 

の仕組みを図を描いて説明しよう。 

 

                       

なぜ，アマゾン川流域では， 
熱帯雨林が減少しているのだろうか。  

【予想】 

・ 農産物の収穫を増やそうと思い，
農地拡大のために森林を伐採した。 

 ・ 焼畑農業のサイクルが成立しなく
なった。 

 ・ 森林を伐採して工場をたくさん建て

たから。 
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≪第五・六時≫ 
(1) 本時の目標 

・ 南アメリカ州で進む大規模開発と環境問題との関係を理解する。 
・ 南アメリカ州の経済発展の問題点について，「持続可能な開発」の観点から考える。 

 
(2) 本時の学習過程と評価  

※ ＭＱ：中心発問，ＳＱ：下位の問い，ＳＳＱ：下位の下位の問い，Ａ：答え  
 学習活動・学習内容 ◆「主な発問」 ・指導上の留意点 ☆資料 【評価規準】・（評価方法） 

 
 
 
 
 
 
 
 
課
題
設
定
・
仮
説
提
示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
仮
説
の
吟
味
・
検
証 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ ブラジルのＧＤＰ（国内
総生産）の変化のグラフか
ら，急激な経済成長が進ん
でいることを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 中心発問に対する仮説を

考えさせ，全体で交流する。 
 〔仮説〕:「〇〇〇して，

経済発展させている。」 
 
 
 
 
 
 

 

 
３ 本時の学習に見通しをも
 つ。 
 
 
４ ブラジルの国土面積や人

口，農業・鉱業の特徴を理
解する。 
【Ａ１】 
「ブラジルでは，広大な国

土と豊富な労働力・鉱産資源

を生かし，かつてはコーヒー

豆が主だった生産品が，現在

では，大豆，牛肉，石油・鉄

鉱石などの鉱産資源，機械

類，バイオエタノールに変化

している。それらの輸出に伴

う総額も増えている。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 「グラフから読み取れることを説明し
よう。」 

・ ＧＤＰ（国内総生産）の意味を説明す
る。 

・ ＧＤＰの上昇を表すグラフ等から，ブ
ラジルで急激な経済成長が進んでいるこ
とを説明する。 

☆ 資料 導1「ＧＤＰの変化」 
☆ 資料 導2「ＢＲＩＣｓを知ってる？」 
☆ 資料 導3「リオデジャネイロオリン

ピックの様子」 

◆ 

 
 
・ ブラジルを中心に考えさせる。 
・ 前時までのワークシートを利用し，

仮説を立てさせる。 
・ グループ，全体でも仮説の交流を通

して，既有の理論をしっかりと表出さ
せる。 

・ それぞれの仮説の違いに着目して，
自分の考えを認識させる。 

 
・ アフリカ州の学習を思い出し，仮説

に対して何が分かれば解決するか考え
させる。 

 
◆ 【ＳＱ１】「南アメリカ州（ブラジル）

では，どのようなものを生産しているのだ

ろうか。」 

・ 【ＳＱ１】を，以下の２つの問いの答
えを踏まえて考させる。 

【SSQ1-1】「ブラジルはどのような国なの
だろうか。」 

【SSQ1-2】「ブラジルは自国の特徴を生か

し，どのようなものを生産しているのだ

ろうか。（※輸出品の変化にも着目しよ

う。）」 
・ ブラジルは，経済発展を支える条件 

（労働力，資源，土地）が整っているこ
とを確認させる。 

・ アフリカ州のモノカルチャー経済につ
いての既習事項を活用させる。 

・ 輸出品の変化に着目させ，モノカルチ
ャー経済から脱却して，工業化している
ことを理解させる。 

・ バイオエタノールについて説明する。 
☆ 資料①-1「面積の大きい国，人口の多 

い国（2020年）」 
☆ 資料①-2「ブラジルの人口の推移」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ＭＱ５】南アメリカ州はどのように経済発展させているのだろ

うか。～南アメリカ州の経済発展について知ろう。～ 
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５ ブラジルの経済発展が進

む背景・要因について理解
する。 
【Ａ２】 

 「①アメリカ，日本などの先

進国の大企業が資金援助や

技術支援を行い，機械化や品

種改良・土地の改良などを行

い，工業化が進むとともに，

農業の大規模化が進んだか

ら。 

②政府が主導してアマゾン

の大規模開発を行ったこと

によって，（１）熱帯雨林を伐採

し農地を拡大したから。（２）鉱

山を大規模開発し鉄鉱石の

採掘を増やしたから。（３）道路

や鉄道を開通し，港と都市を

結ぶ交通路が整備され，物資

の運搬が可能になったから。

（４）アマゾン川の豊富な水資

源を利用したダムを建設し，

電力を供給できるようにな

ったから。」 

 

 

６ 南アメリカ州で，経済発
展に伴って起こっている問
題を理解する。 

 【Ａ３】  

 「①貧富の差が拡大している。 

→機械化によって職を失っ

た人が都市へ移る。そして，

スラムが形成され，治安の悪

化や衛生状態の悪化などの

問題も起きている。 

②環境破壊が進んでいる。 

→農地の拡大のために，アマ

ゾンの熱帯雨林を伐採する

ことによって，急激に森林の

減少が進んでいる。」 

 

 

 
７ これまで学習したことを

踏まえて【ＭＱ５】を考え
る。 

☆ 資料①-3「鉄鉱石の産出国と輸出量」 
☆ 資料①-4「ブラジルの輸出品の変化」 
☆ 資料①-5「ブラジルの主な輸出農作 

物」 
☆ 資料①-6「バイオ燃料の開発」 
☆ 資料①-7「主な国の大豆生産量の推 

移」 
☆ 資料①-8「ブラジルの牛肉輸出量の 

推移」 
 
◆ 【ＳＱ２】「なぜ，ブラジルでは経済発

展させることができたのだろうか。」 

・ グループ，全体で資料から読み取れる
こと，分からないことを共有し，考えさ
せる。 

・ 読み取りの困難な生徒へは資料②-1に
着目するよう声掛けをする。 

・ 発展の遅れるアフリカ州と比較させな
がら，考えさせる。 

☆ 資料②-1「ブラジルのアマゾン開発」 
☆ 資料②-2「ブラジルの農産物の収穫

面積の変化」  

☆ 資料②-3「ブラジルの工業化」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 【ＳＱ３】「現在，南アメリカ州は経済

発展によって，どのような問題が生じて

いるのだろうか。」 

・ グループ，全体で資料から読み取れる
こと，分からないことを共有し，考えさ
せる。 

・ 読み取りの困難な生徒へは資料③-3，資

料③-5 に着目するよう声掛けをする。 

☆ 資料③-1「熱帯雨林の破壊」 
☆ 資料③-2「アマゾン熱帯雨林破壊の

サイクル」 
☆ 資料③-3「世界の森林面積の変化」 
☆ 資料③-4「ブラジルの農産物収穫面

積の推移」 
☆ 資料③-5「都市への人口集中」 
☆ 資料③-6「ブラジルの漁業」 
☆ 資料③-7「声を上げる先住民たち」 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【知識・技能】 
 南アメリカ州の大規
模な開発を通した経済発
展の方法を，写真やグラ
フ等の資料から読み取っ
ている。 
（ワークシート・発言） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ＭＱ５】南アメリカ州はどのように経済発展させているのだろう  

か。～南アメリカ州の経済発展について知ろう。～  
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一
般
化
・
理
論
の
定
式
化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 南アメリカ州の経済発展

の問題点について，「持続
可能な開発」の観点から 
【ＭＱ６】を考える。 

 ・ 環境に配慮せず，無秩
序に開発を行っている。 

 ・ 鉱産資源はいつか無く
なるものであり，発展を
継続させることはできな
い。 

  
 
 
９ 「本質的な問い」と関連

させながら，本時の学習内
容を振り返る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 「仮説提示」の場面で立てた仮説と，

中心発問から獲得した答えを比較し，自
らの知識の深化を実感させる。 

 
◆  
 
 
・ 【ＭＱ５】や，これまでのワークシー

トを利用し，南アメリカ州全体の学習を
踏まえた上で考えさせる。 

・ グループ，全体での交流を通して，ワ
ークシートに記入させる。 

 
 
 
 
 
・ 「本質的な問い：現在，経済的に貧

しい国々がこれから発展するためには，
どのような道筋があるのだろうか」に対
する振り返りを行い，本時の学習内容
との関係に気づくことができるように
し，今後の学習に見通しをもつ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【思考・判断・表現】 
 アマゾン川流域の大規
模開発に起因する環境問
題を踏まえ，開発の在り
方について，持続可能な
開発の観点から問題点を
説明している。 
（ワークシート・発言） 

 

(3) 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
仮説 
 
 

【ＳＱ１】ブラジルではどのようなも 

のを生産しているのだろうか。 

（ブラジルの特徴）：面積広い，人口

増加している，鉱産資源が豊富 

 

〔昔〕特定の作物（コーヒー）が中心 

         ↓ 

〔今〕大豆，鉄鉱石，機械類，バイオエ

タノール（※輸出総額も大幅増） 

【ＭＡ５】：南アメリカ州（ブラジル）では，広大な国土と豊富な労働力・鉱産資源を生かし，かつてはコ

ーヒー豆が主だった生産品が，現在では，大豆，牛肉，石油・鉄鉱石などの鉱産資源，機械類，バイオエタ

ノールに変化しており，それらの輸出に伴う総額も増え，経済発展が進んでいる。その背景には，  

①アメリカ，日本などの先進国の大企業が資金援助や技術支援を行い，機械化や品種改良・土地の改良など

を行い，工業化が進むとともに，農業の大規模化が進んだこと  

②政府が主導してアマゾンの大規模開発を行ったことによって，  

（１）熱帯雨林を伐採し農地を拡大したこと，（２）鉱山を大規模開発し鉄鉱石の採掘を増やしたこと， 

（３）道路や鉄道を開通し，港と都市を結ぶ交通路が整備され，物資の運搬が可能になったこと， 

（４）アマゾン川の豊富な水を利用したダムを建設し，電力を供給できるようになったこと，  

などがある。これらによって南アメリカ州では経済成長を可能にすることができた。しかし，急速な経済成

長に伴って，貧富の差の拡大（→機械化によって職を失った人が都市へ移り，スラムが形成され，治安の悪

化や衛生状態の悪化などの問題も起きている），環境破壊の進行（→農地の拡大のために，アマゾンの熱帯

雨林を伐採することによって，急激に森林の減少が進んでいる）などの問題が生じている。 

 ホワイト

ボード 

【ＳＱ２】なぜ，ブラジルでは経済発展さ

せることができたのだろうか。 

①先進国の大企業が資金援助や技術支援 

→工業化，農業の大規模化 

②政府主導によるアマゾンの大規模開発 

 →熱帯雨林を伐採し，農地を拡大 

 →鉱山の大規模開発⇒鉄鉱石の採掘増 

 →道路や鉄道を開通⇒物資の運搬可能に 

 →ダムの建設⇒電力供給が可能に 

【ＭＱ５】南アメリカ州（ブラジル）は，どのようにして経済発展させているのだろうか。 

【ＭＱ６】南アメリカ州の経済発展の問題点を説明しよう。 

～環境問題，持続可能性を視点に考えよう。～ 

【ＭＱ６】南アメリカ州の経済発展の問題点を説明しよう。 

～環境問題，持続可能性を視点に考えよう。～ 

【ＭＡ６】 

【ＳＱ３】現在，南アメリカ州は経済発展によって，どのような問題が生じているのだろうか。 

①貧富の差 …人口の都市集中→スラムが形成（治安の悪化，衛生状態の悪化） 

②環境破壊が進んでいる…農地の拡大のための森林伐採→急激に森林の減少が進む 

【ＭＡ５】 
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 (4) 本時の「問いの構造図」 
 ※ＭＱ：中心発問，ＳＱ：下位の問い，ＳＳＱ：下位の下位の問い，Ａ：答え 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ＭＡ５】：南アメリカ州（ブラジル）では，広大な国土と豊富な労働力・鉱産資源を生かし，かつて

はコーヒー豆が主だった生産品が，現在では，大豆，牛肉，石油・鉄鉱石などの鉱産資源，機械類，バ

イオエタノールに変化しており，それらの輸出に伴う総額も増え，経済発展が進んでいる。  

その背景には， 

①アメリカ，日本などの先進国の大企業が資金援助や技術支援を行い，機械化や品種改良・土地の改良

などを行い，工業化が進むとともに，農業の大規模化が進んだこと  

②政府が主導してアマゾンの大規模開発を行ったことによって，  

（１）熱帯雨林を伐採し農地を拡大したこと， 

（２）鉱山を大規模開発し鉄鉱石の採掘を増やしたこと， 

（３）道路や鉄道を開通し，港と都市を結ぶ交通路が整備され，物資の運搬が可能になったこと， 

（４）アマゾン川の豊富な水を利用したダムを建設し，電力を供給できるようになったこと，  

などがある。これらによって南アメリカ州では経済成長を可能にすることができた。  

しかし，急速な経済成長に伴って，貧富の差の拡大（→機械化によって職を失った人が都市へ移り，ス

ラムが形成され，治安の悪化や衛生状態の悪化などの問題も起きている），環境破壊の進行（→農地の

拡大のために，アマゾンの熱帯雨林を伐採することによって，急激に森林の減少が進んでいる）などの

問題が生じている。 

 

  

【ＭＱ５】：南アメリカ州（ブラジル）はどのようにして経済発展させているのだろうか。 

【ＳＱ１】：南アメリカ州

（ブラジル）では，どのよ

うなものを生産している

のだろうか。 

【Ａ１】： 

南アメリカ州（ブラジル）

では，広大な国土と豊富な

労働力・鉱産資源を生か

し，かつてはコーヒー豆が

主だった生産品が，現在で

は，大豆，牛肉，石油・鉄

鉱石などの鉱産資源，機械

類，バイオエタノールに変

化している。それらの輸出

に伴う総額も増えている。 

【SSQ１－１】：ブラジルはどのような国な

のだろうか。 

【Ａ１－1】：国土面積が広く，人口も増加

している。鉱産資源も豊富にある。 

（※広大な農地・工業用地，労働力，生産

のための原材料が確保できる） 

【SSQ１－２】：ブラジルは自国の特徴を生

かし，どのようなものを生産しているの

だろうか。 

（※輸出品の変化にも着目しよう） 

【Ａ１－２】：昔は，コーヒー豆が主だっ

た（※モノカルチャー経済）が，現在で

は，大豆，牛肉，石油・鉄鉱石などの鉱産

資源，機械類，バイオエタノールを生産

している。それらの輸出に伴う総額も増

えている。 

【ＳＱ２】：なぜ，ブラジルでは経済発展させることができたのだろうか。 

【Ａ２】： 

①アメリカ，日本などの先進国の大企業が資金援助や技術支援を行い，機械

化や品種改良・土地の改良などを行い，工業化が進むとともに，農業の大

規模化が進んだから。 

②政府が主導してアマゾンの大規模開発を行ったことによって，  

 →熱帯雨林を伐採し，農地を拡大したから。 

 →鉱山を大規模開発し，鉄鉱石の採掘を増やすことができるようになっ

たから。 

 →道路や鉄道を開通し，港と都市を結ぶ交通路が整備され，物資の運搬が

可能になったから。 

 →アマゾン川の豊富な水を利用したダムを建設し，電力を供給できるよ

うになったから。 

【ＳＱ３】：現在，南ア

メリカ州は経済発展

によって，どのような

問題が生じているの

だろうか。 

【Ａ３】： 

①貧富の差が拡大し

ている。 

 →機械化によって

職を失った人が

都市へ移る。そし

て，スラムが形成

され，治安の悪化

や衛生状態の悪

化などの問題も

起きている。 

②環境破壊が進んで

いる。 

 →農地の拡大のた

めに，アマゾンの

熱帯雨林を伐採

することによっ

て，急激に森林の

減少が進んでい

る。 
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≪第七・八時≫ 
(1) 本時の目標 

・ 単元を貫く問い（＝本質的な問い：「現在，経済的に貧しい国々がこれから発展するためには，どの
ような道筋があるのだろうか」）を通して，各国が自国優先ではない世界全体の視野と，目先の利益で
はない将来の視点を入れた「経済発展」の在り方を考える。 

 
(2) 本時の学習過程と評価 
 学習活動・学習内容 ◆「主な発問」 ・指導上の留意点 ☆資料 【評価規準】・（評価方法） 

導
入 
 
 
 
 
 
 

展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 既習事項（①アフリカ州
の国々が経済的に貧しく，
発展が遅れている理由 

 ②南アメリカ州の発展の
様子とそれに伴って起こ
っている問題）について
振り返る。 

 
２ 単元を貫く問い（＝本質

的な問い）を考える。 
 ・ 先進国からの技術支援

を受けながら，豊富な鉱
産資源を生かして工業化
する（モノカルチャー経
済から脱出する） 

 ・ 自国の豊富な労働力，
土地を生かし，農業を大
規模化する。 

 
 
 
 
 
 
 
３ ①先進国が途上国の経済

発展を支援する目的，②経
済発展が進むことによって
起こる環境問題について考
える。 
 ①・ 貧しい国々を助け

たいから。 
  ・ 先進国にとって利

益があるから。 
  ・ 途上国にある鉱産

資源が必要だから。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ②・ 南アメリカ州のよ

うに森林伐採などの
問題が起こる。 

  ・ 鉱産資源がなくな
ってしまう。 

・ 前時までのワークシートを利用し，
振り返らせる。 

・ ペア，全体で確認する。 
・ アフリカ州が経済発展を進めようと

していること，南アメリカ州で経済発
展に伴う問題が起こっていることを確
認させる。 

 
◆ 
 
 
 
・ 前時までの既習事項を生かし，経済

的に貧しい国が「発展する」ための道
筋を考えさせる。 

・ グループで共有させながら考えさせ
る。 

・ アフリカ州には豊富な労働力，鉱産
資源，未開発の土地があることを確認
する。 

・ グループ，全体での仮説の交流を通
して，それぞれの考えの違いに着目し
て，自分の考えを認識させる。 

 
 
◆① 「なぜ，先進国は途上国の経済発展

を支援するのだろうか。」 
☆ 資料①-1「地域別人口割合の推移」 
☆ 資料①-2「主な国の人口推移と予測」 
☆ 資料①-3「アフリカに進出する中国」 
☆ 資料①-4「主な発展途上国への依存

額が高い品物リスト」 
・ グループ，全体で資料から読み取れる

こと，分からないことを共有し，考えさ
せる。 

・ 読み取りの困難な生徒へは資料①-3，
資料①-4に着目するよう声掛けをする。 

・ 途上国は人口が多く，巨大な市場とな
るため，自国の経済成長にとって重要で
あるから，また，途上国で生産されてい
るものが自国の生活にとって欠かせない
ものであるから，という先進国側の考え
を理解させる。 

・ 先進国の利益目的もあり，アフリカ州
ではモノカルチャー経済から脱出できな
いこと，鉱産資源が枯渇していくことを
理解させる。 

 
◆② 「全世界で経済発展が進むことによ

って，地球全体はどのようになってい
くのだろうか。」 

☆ 資料②-1「世界のエネルギー消費量
の推移」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【単元を貫く問い（＝本質的な問い）】 

 現在，経済的に貧しい国々がこれから発展するためには，ど

のような道筋があるのだろうか。 
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４ これからの全世界の国々
の「経済発展」の在り方に
ついて考える。 
 ①・ 途上国が貧しいま

まの状態では不公平
だから経済発展する
べきだ。 

  ・ 先進国の人々は自
分たちの生活の在り
方を考えなければな
らない。 

 
 ②・ 途上国へ技術支援

して工業化を進める
ことで経済発展を実
現するが，環境への
配慮も怠らない。 

  ・ 先進国は自国の利
益目的ではなく，途
上国の人々の生活レ
ベルの向上を目指し
て支援をする。 

 
 

 

 
５ 日本の「経済発展」につ

いて考える。 
 ・ 賛成。 

自国の経済成長を目的
に，日本もＧＤＰが世界
第一位のアメリカ等の技
術を学び，新しい分野の
工業化を目指す。 

 ・ 反対。 
資源や人口の少ない日

本にとってアフリカは重
要な存在であり，アフリ
カが発展することで日本
の発展にも繋がるから。 

 
 
 
 
 

☆ 資料②-2「二酸化炭素排出量」 
☆ 資料②-3「地球温暖化のしくみと影

響」 
・ グループ，全体で資料から読み取れる

こと，分からないことを共有し，考えさ
せる。 

・ 読み取りの困難な生徒へは資料②-3に
着目するよう声掛けをする。 

・ 環境破壊が進み，その被害を最初に
受けるのは弱い立場にある途上国の人
々であることを理解する。 

・ 地球の資源は有限であり，その資源
が枯渇すると私たちの生活はどのよう
になるのかイメージさせる。 

 
 
◆① 「本当に，全世界が経済発展を進

めなければならないのだろうか。」 
・ 「経済発展」をすることが良いこと

なのかどうか思考を揺さぶる。 
・ 先進国と途上国のそれぞれの立場か

ら考えさせる。 
 
◆② 
 

 

 
 
 
 
・ 全体で交流，共有したあと，ワーク

シートに記入させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 「近年，日本のＧＤＰ(国内総生産)

は伸び悩んでいる。このことを踏まえ
て，『日本の経済成長のことを考える
と，今はアフリカへの支援・アフリカ
との貿易は中国に任せるべきだ。』と
いう意見に対して，賛成か反対か，自
分の考えを説明しよう。」 

・ 日本のＧＤＰ（※一人当たりのＧＤ
Ｐも）を示し，経済成長が低迷してい
ることを確認する。 

・ 獲得した「普遍的理論」と資料を活用
して考えさせる。 

・ 全体で考えを交流する。 
☆ 資料③-1「主な国の人口推移と予測」 
☆ 資料③-2「国土の利用割合」 
☆ 資料③-3「主な資源の日本の自給率

と輸入相手国」 
☆ 資料③-4「日本の輸出入品目の推移」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【思考・判断・表現】 

先進国と途上国のそれ
ぞれの立場から，多面的・
多角的に考察し，表現し
ている。 
（ワークシート，発言） 

 

 
 
 
 
 
 
 
【知識・技能】 
 これからの経済発展に
ついては，各国が自国優
先ではない世界全体の視
野と，目先の利益ではな
い将来の視点を入れた経
済発展観に立つことが必
要であることを理解して
いる。 
（ワークシート，発言） 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 単元を通した学習を
振り返りながら，より
よい社会の実現を視野
に課題を追求し，社会
に関わろうという態度
を示している。 
（ワークシート，発言） 

【普遍的理論】：これからの経済発展については，自国優先ではな

い世界全体の視野と，目先の利益ではない将来の視点を入れた経済

発展観が必要である。 

【本質的な問い（一般化）】 

 これからの「経済発展」はどのようにあるべきなのだろうか。 
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ま
と
め 

６ 本時と単元全体の学習
内容を振り返る。 

・ 本時とともに，「経済発展」をテーマ
とした単元全体を振り返らせる。 

 

(3) 板書計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

【問題】現在，経済的に貧しい国々がこれから発展するためには，どのような道筋があるのだろうか。 

【？】なぜ，先進国は途上国の経済発展を支援するのだろうか。 

  →途上国は巨大な市場と労働力があり，自国の経済成長にとって必要だから 

→途上国で生産されるものが自国の生活にとって必要だから 

 

【？】全世界で経済発展が進むことによって，地球全体はどのようになっていくのだろうか。 

  →環境破壊が進む（※被害を最初に受けるのは途上国の人） 

  →地球の資源はいつか無くなる    私たちの生活はどうなる？ 

 

☆【？】これからの「経済発展」はどのようにあるべきなのだろうか。 

 
ホワイト 

ボード 

【普遍的理論】： 

途上国は， 

・モノカルチャー経済から抜け出せない 

・鉱産資源が枯渇する 


